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奈
良
市
は
経
費
削
減
な
ど
を

目
的
に
公
共
施
設
の
運
営
・
管

理
を
民
間
な
ど
に
委
託
す
る

「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
末
に
▼

音
声
館
▼
名
勝
大
乗
院
庭
園
文

化
館
▼
北
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
奈
良

町
南
観
光
駐
車
場―

の
５
施
設

が
指
定
管
理
の
満
了
に
な
り
ま

す
。

　

指
定
管
理
者
の
選
定
は
、

議
案
と
し
て
議
会
に
提
案
さ

れ
、
そ
の
議
決
を
持
っ
て
最
終

決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
市
は
市
議
会
12
月

定
例
会
に
こ
れ
ら
の
議
案
を
提

出
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
公

募
し
な
い
施
設
を
除
き
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
＝
写
真
＝
と
音

声
館
は
３
月
定
例
会
に
指
定
管

理
の
議
案
を
提
出
す
る
意
向

で
、
私
は
こ
の
市
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
は
新
年
度
か
ら
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
が
で
き
な
い
懸
念
が

あ
る
と
指
摘
。

　

２
館
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

奈
良
市
の
外
郭
団
体
が
こ
れ
ま

で
管
理
し
て
き
ま
し
た
が
、
市

の
経
費
削
減
の
方
針
を
受
け
て

団
体
は
、
厳
し
い
対
応
を
迫
ら

れ
て
い
る
と
も
聞
い
て
い
ま

す
。
議
案
が
万
一
、
議
会
で
ノ

ー
と
な
っ
た
場
合
、
休
館
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
市
民

生
活
に
影
響
が
出
る
こ
と
も
容

易
に
推
察
さ
れ
る
中
、
市
の
準

備
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
改
善
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

　

市
役
所
駐
車
場
は
現
在
、
市

が
改
修
の
工
事
＝
写
真
＝
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
管

理
の
業
務
委
託
を
行
い
、
来
庁

者
に
駐
車
券
を
手
渡
し
て
い
ま

し
た
が
、
改
修
後
は
車
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
カ
メ
ラ
で
認

証
す
る
方
式
へ
と
変
更
さ
れ
、

３
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

私
は
総
務
委
員
会
で
こ
の
駐

車
場
の
変
更
に
よ
る
経
費
削
減

や
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　

変
更
す
る
理
由
に
つ
い
て
市

は
、
市
役
所
南
側
広
場
の
整

備
工
事
を
行
っ
た
こ
と
で
駐

車
場
出
入
口
を
一
つ
に
集
約
、

休
日
や
夜
間
に
婚
姻
届
な
ど

で
来
庁
さ
れ
る
方
々
へ
24
時
間

対
応
で
き
る
よ
う
に
変
更
し
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
も
利
用
状

況
を
把
握
す
る
た
め
と
し
て
い

ま
す
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
こ
れ
ま
で
車
両

の
台
数
や
駐
車
時
間
を
手
作
業

で
入
力
し
て
い
た
が
、
カ
メ
ラ

認
証
に
変
更
す
る
こ
と
で
デ
ー

タ
管
理
が
可
能
に
。
一
方
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
無
人
に

な
る
こ
と
と
市
は
説
明
。
削
減

で
き
る
費
用
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
年
間
５
２
５
万

円
の
委
託
料
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
市
の
外
郭
団
体
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
収
入

減
少
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
不

安
要
素
に
つ
な
が
る
。
業
務
量

の
検
討
な
く
外
郭
団
体
へ
の
厳

し
い
対
応
は
、
議
論
し
て
い
く

べ
き
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

２

（
表
面
か
ら
続
く
）

　

市
が
描
い
た
焼
却
炉
の
煙
突

を
隠
す
た
め
の
盛
り
土
＝
パ
ー

ス
参
照
＝
は
国
の
補
助
を
得
ら

れ
な
い
可
能
性
も
高
い
上
、
七

条
地
区
は
「
浸
水
想
定
区
域
」

で
も
あ
り
、
地
盤
へ
の
杭
打
ち

な
ど
、
多
額
の
費
用
が
掛
か
る

可
能
性
も
次
々
と
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
財
政
が
厳
し
い
中
で

問
題
や
課
題
は
山
積
し「
無
理
、

無
駄
」
を
し
て
ま
で
七
条
地
区

で
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
を

推
し
進
め
る
の
は
、
市
民
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
と
、
市
に
強

く
再
考
を
求
め
て
い
ま
す
。

2025年（令和７年） 春号　　　　　

　奈良市は現在、令和７年度の新年度予算を
編成しています。総務省自治財務局は昨年12
月、地方財政対策のポイントと概要を示し、この
中で新年度は「臨時財政対策債」を新規に発
行しないことが明記されました。
　この「臨時財政対策債」は、地方自治体が国
から交付される地方交付税の財源不足分を補
うためのもので、今年度、奈良市は９億８９５０万
円あったものがゼロになります。
　私は市の財政状況が悪い中、臨時財政対
策債がなくなることの財源不足に陥ることはな
いかと総務委員会でただし、市は「地方交付
税、臨時財政対策債を合わせた額が減少にな
ることも想定される中、地方税は総額になると見
込まれている。これを踏まえ、歳入（収入）を見
通していきたい」と回答がありました。
　私は「国の動向をしっかりと分析、把握し、市
の予算編成、財政運営を進めるように」と求めま
した。

財源不足の懸念を指摘

令和７年度の新年度予算編成


